
どうぶつと暮らす 

 
 昨今のコロナ禍で外出を控える生活が続く中、ペットに癒しを求める人が増えているそうです。実際に、「全
国犬猫飼育実態調査」( 一般社団法人ペットフード協会) によると、「1 年以内の新規飼育者」の飼育頭数が、
2020 年は犬が前年比 14％、猫が同 16％、増加しました。同年度のペット関連総市場規模は、前年度比 3.4％
増の 1 兆 6,242 億円の見込みで、拡大を続ける一大産業です( 矢野経済研究所,2021 年 2 月)。 
 犬猫に限らず、どうぶつと生活を共にされている方がそれだけ多いということなのでしょう。同居どうぶつ
は、私たちのこころとからだを癒す存在と言われますが、そのためには、いくつかの前提が必要となります。
同居どうぶつにとって、飼い主は運命そのものです。 
 この機会に、今一度、どうぶつと暮らすということはどういうことなのか、行動科学の知見をご紹介しなが
ら、広義の生命倫理の視点も交えて、一緒に考えてみたいと思います。 
 
※タイトル、講師、講演内容は一部変更となる場合がございます。 
 
 

※終了しました 
 

開催概要 

 
日時 

2021年 10月 10日（日） 14:00～15:00（予定） 
場所 

人間総合科学大学より映像配信(YouTube) 
時間割 タイトル・講演内容 
14:00~10:05 開会挨拶 
14:05~14:55 ～講演～ 

どうぶつと暮らす 
 

14:55~15:00 閉会挨拶 
※講演テーマ・内容は一部変更となる場合がございます。 
 

講師 

人間総合科学大学 人間科学部 心身健康科学科 ： 吉田 浩子 
 
 
 

インターネットからのお申込みが可能です。 



受講料 

無料 
 

申込み要領 

※終了しました 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


